
高等教育の構造変化 

旧制の研究教育大学モデルによる 

ハイレベル学部教育 

質・量に優れた高度学士を輩出  

「高品質大量生産」という 

産業技術イノベーション 

戦後の成長を牽引 

高度学士 

18歳人口：168万人 

成熟後の成長の特長 

高レベルの富の広がり 

アイディアの獲得競争 

発想力と問題発見力とリーダシップを 

備えた高度博士人材の育成が鍵 

２１世紀：知識集約による創造社会 

学部学生 

大学院生（D,M） 

18歳人口：119万人 

戦後：２０世紀後半 

（1955年） （2010年） 
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東大修士修了者の博士進学状況の推移 

修士課程修了者数 うち博士課程進学者数 進学率 

進学先は東大の博士課程に限らない  
 

H13進学率 
41.9% 

H23進学率 
25.8% 

H13進学者 
1,017人 

H23進学者 
777人 

東大修士修了者の博士進学状況の推移 
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教員研究員在職状況（東京大学） 

任期付 任期なし 

43%(H18) 
⇒60％超(H24) 
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2310名 3055名 

3830名 2519名 
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１万人計画

国立大学
法人化
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ポスドク研究者の推移 

第1期 
第2期 

第3期 
第4期 
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